
 

バス停に上屋やベンチを！！ 
高島市長に強く訴える 

西鉄やJR九州の障がい者に対する運賃割引（普通運賃半額など）が、身体障がい者、知的障がい者には行われ、精神

障がい者には実施されていないことをご存知でしょうか？  

47都道府県を壮観すると「三障がい一元化」という障がい者基本法等の趣旨に基づき、北は北海道の根室交通から南は

沖縄県の本島内路線バスまで、企業のCSR（社会的責任）として、この運賃割引を実施しているところが多くなっています。 

国土交通省（国）、福岡県、福岡市の度重なる要請、障がい者団体などからも幾度となく請願・陳情が行われているの

に、西鉄やJR九州は、「精神障がい者の運賃割引は、福祉政策として国や自治体で取り組まれるもので、一企業が負担す

べきものではない」とコメントし、はねつけ続けておられます。 

議会質問で、この不条理の解決を社会の公器と言われるマスコミ出身の高島市長に強く訴えさせていただきました。 

バス停に上屋やベンチが設置さ

れていないのは何故でしょうか？ 

福岡市福祉のまちづくり条例やバ

リアフリー新法を受けた国土交通省

令でも高齢者や障がい者等に配慮

し、バス停に上屋やベンチを設置す

ることになっているのに、その整備が

遅々として進んでいない本市の状況

について、議会質問でその問題点を

浮き彫りにし、改善を求めました。 

 

６月から始まった３０℃を超える猛暑

日、雨が降ればゲリラ豪雨・・・昨今の

異常気象にバス停に上屋やベンチを望

む市民の皆様の声を、心を込めて熱く

訴えさせていただきました。 

その結果、バス事業者以外への設

置者の拡大、占用料免除、寄付金によ

る地域参加など、上屋やベンチの整備

促進策について、平成２４年度からを

計画年次とする次期道路整備計画の

中で検討されることになりました。 

東区の小学校で男児がブラン

コと衝突し、鼻を骨折していた事

故を受け、現地調査を行った結

果、事故報告が速やかに行われ

ておらず、遊具に対する安全対策

も不十分であったことから、このま

までは、市内の他の小学校でも

同様の事故が発生しかねないと

判断し、学校遊具の事故防止に

関する議会質問を行いました。 

その結果、市教育委員会は、

事故防止と適切な対応を徹底す

るよう改めて小学校等に通知し、

児童が危険な範囲を確認できる

よう、ブランコの周囲にコーンやロ

ープを配置するなどの具体的な

取り組みが徹底されました。 

 

 

 

 

 

（囲み柵のない危険なブランコ）  

 

 

 

子どもを不慮の事故から守る 

取り組みの強化を！！ 

お互いが支え合う、安心安全な社会をめざして 
 

おばな康広ホームページ： www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana 

障がいのある方に公平な交通機関の利用助成を！！ 


